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１ 

 

 
 
 

衆
議
院
議
員
宮
本
徹
君
提
出
治
療
用
装
具
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

 
 

前
段
の
お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
義
肢
装
具
士
法
（
昭
和
六
十
二
年
法
律
第
六
十
一
号
）
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」

と
い
う
。
）
で
あ
る
昭
和
六
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
で
あ
る
。 

 
 

ま
た
、
後
段
の
お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
「
義
肢
装
具
士
法
の
施
行
に
つ
い
て
」
（
昭
和
六
十
三
年
四
月
一
日
付
け
健
政
発

第
一
九
九
号
厚
生
省
健
康
政
策
局
長
通
知
）
の
「
第
五 

義
肢
装
具
士
の
業
務
に
つ
い
て
」
の
記
載
の
と
お
り
で
あ
る
。 

二
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
義
肢
装
具
士
法
の
施
行
日
前
に
、
御
指
摘
の
「
装
具
制
作
者
」
が
医
師
の
指
示
の
下
、
同
法
第
二

条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
義
肢
装
具
士
が
業
と
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
、
義
肢
及
び
装
具
の
装
着
部
位
の

採
型
並
び
に
義
肢
及
び
装
具
の
製
作
及
び
身
体
へ
の
適
合
（
以
下
「
義
肢
装
具
の
製
作
適
合
等
」
と
い
う
。
）
の
う
ち
、
医

行
為
（
医
師
の
医
学
的
判
断
及
び
技
術
を
も
っ
て
す
る
の
で
な
け
れ
ば
人
体
に
危
害
を
及
ぼ
し
、
又
は
危
害
を
及
ぼ
す
お
そ

れ
の
あ
る
行
為
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
該
当
し
な
い
行
為
を
行
っ
た
場
合
に
つ
い
て
は
、
健
康
保
険
法
（
大
正
十
一
年

法
律
第
七
十
号
）
第
八
十
七
条
等
の
規
定
に
よ
り
、
療
養
費
の
支
給
が
行
わ
れ
て
き
た
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。 



 

２ 

 

三
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
資
格
の
有
無
に
関
し
て
は
何
ら
影
響
を
受
け
な
い
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い

が
、
義
肢
装
具
の
製
作
適
合
等
の
う
ち
、
医
行
為
に
該
当
す
る
行
為
に
つ
い
て
は
、
義
肢
装
具
士
法
の
施
行
日
前
は
、
医
師

法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
一
号
）
及
び
保
健
師
助
産
師
看
護
師
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
三
号
）
の
規
定
に

よ
り
、
医
師
で
あ
れ
ば
医
業
と
し
て
、
看
護
師
、
准
看
護
師
、
保
健
師
及
び
助
産
師
（
以
下
「
看
護
師
等
」
と
い
う
。
）
で

あ
れ
ば
診
療
の
補
助
と
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
た
が
、
義
肢
装
具
士
法
の
施
行
日
以
後
は
、
義
肢
装
具

士
に
つ
い
て
も
診
療
の
補
助
と
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
一
方
で
、
医
行
為
に
該
当
し
な
い
行
為
に

つ
い
て
は
、
同
法
の
施
行
に
か
か
わ
ら
ず
、
従
来
よ
り
、
医
師
、
看
護
師
等
又
は
義
肢
装
具
士
で
な
い
者
で
あ
っ
て
も
行
う

こ
と
が
可
能
で
あ
る
。 

四
に
つ
い
て 

 
 

あ
る
行
為
が
医
行
為
に
該
当
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
御
指
摘
の
「
侵
襲
性
」
の
有
無
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
行
為
の
態

様
に
応
じ
個
別
具
体
的
に
判
断
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
お
尋
ね
に
つ
い
て
一
概
に
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。 

五
に
つ
い
て 



 

３ 

 

 
 

お
尋
ね
の
「
業
務
独
占
の
法
律
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
義
肢
装
具
の
製
作
適
合
等
の

う
ち
、
医
行
為
に
該
当
す
る
行
為
に
つ
い
て
は
、
医
師
法
、
保
健
師
助
産
師
看
護
師
法
及
び
義
肢
装
具
士
法
の
規
定
に
よ

り
、
医
師
で
あ
れ
ば
医
業
と
し
て
、
看
護
師
等
又
は
義
肢
装
具
士
で
あ
れ
ば
診
療
の
補
助
と
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
、
一
方

で
、
医
行
為
に
該
当
し
な
い
行
為
に
つ
い
て
は
、
医
師
、
看
護
師
等
又
は
義
肢
装
具
士
で
な
い
者
で
あ
っ
て
も
行
う
こ
と
が

可
能
で
あ
る
。 

六
か
ら
八
ま
で
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
療
養
費
の
支
給
に
当
た
っ
て
、
支
給
対
象
と
な
る
行
為
の
質
の
確
保
や
支
給
の
適
正
化
を
図
る
た

め
、
保
険
者
が
当
該
行
為
等
の
内
容
を
確
認
し
、
必
要
と
認
め
た
場
合
に
限
り
支
給
す
る
と
い
っ
た
、
健
康
保
険
法
第
八
十

七
条
等
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
義
肢
装
具
の
製
作
適
合
等
に
当
た
っ
て
、
医
師
が
患
者
の
状
況
を
踏
ま
え
、
必
要
な
行
為
を
義

肢
装
具
士
に
対
し
て
指
示
し
、
そ
の
指
示
に
基
づ
き
義
肢
装
具
士
は
、
当
該
医
師
と
連
携
し
な
が
ら
、
御
指
摘
の
「
既
製
品

装
具
」
の
身
体
へ
の
適
合
等
も
含
め
、
義
肢
装
具
の
製
作
適
合
等
を
行
う
こ
と
で
、
そ
の
質
を
確
保
す
る
こ
と
等
と
し
、
そ

の
一
連
の
行
為
を
保
険
者
に
お
い
て
確
認
し
、
必
要
と
認
め
た
場
合
に
限
り
療
養
費
を
支
給
す
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ

り
、
「
保
険
医
の
判
断
よ
り
も
、
義
肢
装
具
士
の
判
断
を
上
位
に
置
く
も
の
」
と
の
御
指
摘
は
当
た
ら
な
い
。 


